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(54)【発明の名称】 内視鏡カメラ用フィルムカセット

(57)【要約】
【課題】  フィルムカセットをカメラに装填し蓋の開閉
と共に、フィルムカセットの係合部を突没させ、フィル
ムカセットをスムーズにカメラに着脱できる操作感が良
い内視鏡カメラ用フィルムカセットを提供する。
【解決手段】  フィルムカセット２のフィルム巻上げ部
１２の上面には一端が固定され、中央部の押圧部で係合
部１７ｂを押圧して没した状態にし、他端側の突出片３
１ｂが突出するようにして弾性変形するレバー３１が取
り付けられ、カメラ３Ａに装填して蓋３５を閉じる際
に、蓋３５で突出片３１ｂを前方側に押圧することでレ
バー３１を弾性変形させて、その際に押圧部を移動させ
て係合部１７ｂをバネの付勢力で突出させ、カメラ３Ａ
側の係合爪１５に係合させるようにして、フィルムカセ
ット２をカメラ３Ａに抵抗感なく装填等ができる構造に
した。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  内部にフィルムを収容し、内視鏡用カメ
ラに着脱自在に収納され、この内視鏡用カメラのフィル
ム巻き上げ部に配置された巻き上げ係合手段に係合する
係合部を備えた内視鏡カメラ用フィルムカセットにおい
て、
前記巻き上げ係合手段との係合方向に突没自在な係合部
と、
外部より付勢される付勢部を有し、前記係合部の突没を
規制する突没規制手段と、
を有し、
前記内視鏡用カメラのフィルムカセット収納部に収納さ
れた状態で、前記フィルムカセット収納部の開閉蓋の開
閉に応じて前記突没規制手段が付勢され、前記係合部が
前記巻き上げ係合手段の係合方向に突没するようにした
ことを特徴とする内視鏡カメラ用フィルムカセット。
【請求項２】  内部にフィルムを収容し、内視鏡用カメ
ラに着脱自在に収納されるフィルムカセット本体と、
前記フィルムカセット本体に設けられ、このフィルムカ
セット本体に収納されたフィルムのフィルム情報に対応
付けられた抵抗体と、
前記フィルム情報に対応する前記抵抗体を前記内視鏡用
カメラに伝達するための接点と、
前記フィルムカセット本体が前記内視鏡用カメラに収納
されていないときに前記接点を保護する保護手段と、
を備えたことを特徴とする内視鏡カメラ用フィルムカセ
ット。
【請求項３】  前記抵抗体は２つ以上の抵抗値に可変設
定できることを特徴とする請求項２記載の内視鏡カメラ
用フィルムカセット。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、例えば内視鏡用の
カメラに装填されて写真撮影に使用される内視鏡用フィ
ルムカセットに関する。
【０００２】
【従来の技術】内視鏡の撮影に用いられる内視鏡カメラ
には、フィルムを内蔵したフィルムカセットを装填する
カートリッジ式の構造が使用されている。このフィルム
カセットは、ブリッジを間にしてフィルム供給部とフィ
ルム巻き上げ部とから構成されている。
【０００３】フィルム巻き上げ部の構造として、特公平
４－４１３２７号に、フィルム巻き上げ部を構成するス
プールをフィルム巻き上げ部材と、このフィルム巻き上
げ部材の上方に弾性部材により突没自在に設けられた半
球面状の係合部で構成され、フィルムカセットをカメラ
に着脱すると共に、係合部とカメラの係合爪とが係合或
いは脱却することができる。
【０００４】さらに、特願平１０－１３３３３１号に構
成された引っ張り部材により、手動でフィルムカセット
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を着脱するのと同時に係合部を突没させて、係合部と係
合爪とが係合或いは脱却する構造のものがある。
【０００５】ところで、近年、内視鏡写真においては、
ファイバースコープやビデオスコープ等、その分野が広
くなってきている。それに応じて、各分野とも最高の画
質の物が要求されてきている。そのため、フィルム枚
数、フィルム感度、フィルムの種類、色温度タイプ等を
分野に合わせて設定した多くの種類のフィルムが専用に
必要となってきた。
【０００６】そこで、複数の種類のフィルムカセットを
使い分ける方法として特許登録２６４７９２６号や特願
２０００－３７１６８３号において、フィルムカセット
に付加した固定抵抗の抵抗値をカメラ側に設けた接点で
検出して、その抵抗値の違いによりフィルム情報を判別
する方法（抵抗値識別）がある。
【０００７】図２０は特願２０００－３７１６８３号の
内視鏡撮影システムを示す。図２０に示すように内視鏡
撮影システム１は、内視鏡用フィルムカセット（以下、
フィルムカセットと略記）２′が装填される内視鏡用カ
メラ（或いはカセットフィルム用カメラ以下、カメラと
略記）３と、図示しないＣＲＴを内蔵するモニタ撮影装
置本体４とからなるモニタ画像撮影装置５と、このモニ
タ撮影装置本体４が接続される電子内視鏡装置１０とか
ら構成される。
【０００８】電子内視鏡装置１０は患者の体腔内等に挿
入される細長の挿入部を有し、先端部に電荷結合素子等
の撮像素子を内蔵した電子内視鏡６と、この電子内視鏡
６に照明光を供給する光源装置７と、電子内視鏡６に内
蔵された撮像素子に対する信号処理を行い、映像信号を
生成するビデオプロセッサ８と、このビデオプロセッサ
８から出力される映像信号を表示するモニタ９とからな
る。
【０００９】ビデオプロセッサ８はモニタ撮影装置本体
４にも映像信号を出力し、その表示手段のＣＲＴ画面に
撮像素子で撮像した内視鏡画像を表示する。また、例え
ば電子内視鏡６には撮影指示を行うレリーズスイッチ６
ａが設けてあり、このレリーズスイッチ６ａを操作した
場合のレリーズ信号はモニタ撮影装置本体４に送られ、
撮影に使用される。
【００１０】具体的には、レリーズ信号が入力される
と、モニタ撮影装置本体４は図示しないＣＲＴに表示す
る内視鏡画像をフリーズ状態（静止画表示状態）に設定
し、カメラ３側に写真撮影を行う制御信号を送り、カメ
ラ３は内視鏡画像を写真撮影する。
【００１１】カメラ３には、フィルムカセット２′の装
填の有無等の種々の状態或いは情報をユーザに知らせる
告知手段を形成するＬＥＤ３ａが設けてある。また、こ
のカメラ３には、モニタ画像撮影装置本体４から写真撮
影を行う際の、露光条件を設定する制御信号が送られ
る。
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【００１２】また、カメラ３からは、フィルムカセット
２′から検知した後述するフィルム情報や、カメラ３の
撮影終了の動作等の情報が通信ケーブルを介してモニタ
画像撮影装置本体４に送られる。
【００１３】図２１及び図２２に示すようにフィルムカ
セット２′は、フィルム種類、フィルム感度、フィルム
駒数、色温度タイプ、フィルムメーカ等のフィルム情報
が異なる（露光前の）フィルム２ａが装填されているフ
ィルム供給部１１と、露光（撮影）済みのフィルム２ａ
が巻き取られるフィルム巻き上げ部１２と、このフィル
ム巻き上げ部１２とフィルム供給部１１とを連結するブ
リッジ部１３とから構成される。これらのフィルム供給
部１１、フィルム巻き上げ部１２及びブリッジ部１３は
遮光性の部材で形成されたり、或いはその表面に遮光性
塗料等が塗布されている。
【００１４】また、このフィルムカセット２′には、こ
のフィルムカセット２′をカメラ３に装填した時、カメ
ラ３の本体と接する例えばフィルム供給部１１側の側面
の部分には、フィルム種類、フィルム感度、フィルム駒
数、色温度タイプ、フィルムメーカ等のフィルム情報を
表す抵抗値（フィルム２ａの種別に応じて異なる抵抗
値）を持つ透明導電性塗料を塗布した抵抗膜１４が貼り
付けられている。
【００１５】このフィルムカセット２′のフィルム巻き
上げ部１２には、カメラ３に設けられている（カメラ
側）巻き上げ係合爪１５が係入する係合部１７ａを一方
の端部（例えば先端部）に設けた係合軸１７が回転自在
に配置されている。
【００１６】なお、図２２に示すようにカメラ３には押
し上げピン１８が設けてあり、この押し上げピン１８は
前記係合軸１７の先端部に設けられている係合部１７ａ
を巻き上げ係合爪１５に係合させる為に、前記係合軸１
７の後端面に当接して、この係合軸１７を係合爪１５側
に押圧移動させるためのものである。
【００１７】また、他の従来例のフィルムカセット２′
として、特公平４－４１３２７に開示された図２３に示
すような構造のフィルム巻き上げ部１２のものもある。
つまり、図２２では係合軸１７がピン１８で押し上げら
れることにより、係合部１７ａが突出して係合爪１５に
係入する構造であったが、図２３では半球面状の係合部
１７ｂを弾性部材としてのバネ１９で上方向に付勢する
構造にしている。
【００１８】この図２３に示すフィルム巻き上げ部１２
は、下端が開口する下部ケース２１ａと上端が開口する
上部ケース２１ｂとによる外筒と、その内側でそれぞれ
回転自在に嵌合して配置された下部筒体２２ａと上部筒
体２２ｂとでフィルム２ａを収納するフィルム収納部２
３が形成されている。
【００１９】内側の下部筒体２２ａと上部筒体２２ｂ
と、上部筒体２２ｂの内側に突没自在に配置された係合

4
部１７ｂとでスプール（係合軸）２４が形成されてい
る。また、例えば下部筒体２２ａの上端は内側に突出し
てフランジ部２５が形成され、このフランジ部２５と、
係合部１７ｂの下端の顎部２６との間には係合部１７ｂ
を上方に付勢するバネ１９が配置されている。
【００２０】また、係合部１７ｂは半球状であり、中心
を通るように放射状に複数の溝部が設けてあり、カメラ
３の係合爪１５が係入して、係合爪１５の回転と共に、
係合部１７ｂも回転してフィルム２ａを巻き上げること
ができるようにしている。
【００２１】このような構造にすることにより、フィル
ムカセットをカメラ３のカセット収納部に挿入すると、
カセット収納部上面により係合部１７ｂが下方に押し下
げられ、さらに挿入すると、バネ１８ａの付勢力（復元
力）で係合部１７ｂが上方に突出されて、カメラ３側の
係合爪１５に係合させることができるようにしている。
【００２２】
【発明が解決しようとする課題】上記特公平４－４１３
２７号の係合部の構造では、弾性部材により係合部がカ
メラ側に押し付けられ着脱する時に若干であるが抵抗感
があり、さらに、係合部自体或いは係合部の突出量等の
寸法的精度が必要であった。また、特願平１０－１３３
３３１号では、構成された引っ張り部材をわざわざ操作
する必要があった。
【００２３】一方、特許登録２６４７９２６号や特願２
０００－３７１６８３号のフィルムカセットの抵抗値識
別等でフィルム情報をカメラ側に出力する為の接点構造
では、取り扱い上、手の汚れや埃等がフィルムカセット
側の接点に付着することにより、電気的な導通性が失わ
れ、例えば抵抗値などを正しく読み取ることができず、
正確な識別が行えなくなる可能性があった。
【００２４】さらに、１種類のフィルムに対して１つの
固定抵抗を用いてフィルム情報を決定していた為、フィ
ルムの種類が多くなるとそれに対応したフィルムカセッ
トを多種に渡ってそれぞれ作る必要が発生し、生産上手
間となっていた。
【００２５】（発明の目的）本発明は、上述した点に鑑
みてなされたものであり、フィルムカセットをカメラに
装填し蓋の開閉と共に、自動で係合部を突没させて係合
部と係合爪（カメラ側係合手段）とが係合或いは脱却
し、フィルムカセットをスムーズにカメラに着脱させる
ことができる操作感が良い内視鏡カメラ用フィルムカセ
ットを提供することを目的とする。
【００２６】また、フィルムカセットに付加した抵抗
が、使用環境における汚れや埃が推積し難い内視鏡カメ
ラ用フィルムカセットを提供することを第２の目的とす
る。更に、第２の目的に加えて、フィルムの種類が増え
ても容易に生産できる内視鏡カメラ用フィルムカセット
を提供することを第３の目的とする。
【００２７】
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【課題を解決するための手段】内部にフィルムを収容
し、内視鏡用カメラに着脱自在に収納され、この内視鏡
用カメラのフィルム巻き上げ部に配置された巻き上げ係
合手段に係合する係合部を備えた内視鏡カメラ用フィル
ムカセットにおいて、前記巻き上げ係合手段との係合方
向に突没自在な係合部と、外部からの力の印加により前
記係合部の突没を規制する突没規制手段と、を有し、前
記内視鏡用カメラのフィルムカセット収納部に収納され
た状態で、前記フィルムカセット収納部の開閉蓋の開閉
に応じて前記突没規制手段を介して前記係合部を前記巻
き上げ係合手段との係合方向に突没するように規制した
ことにより、内視鏡カメラ用フィルムカセットを内視鏡
用カメラのフィルムカセット収納部に挿脱する操作を抵
抗感が伴うことなく行え、開閉蓋の開閉に応じて係合部
を巻き上げ係合手段と係脱でき、操作感の良い内視鏡カ
メラ用フィルムカセットを提供できるようにしている。
【００２８】また、内部にフィルムを収容し、内視鏡用
カメラに着脱自在に収納されるフィルムカセット本体
と、前記フィルムカセット本体に設けられ、このフィル
ムカセット本体に収納されたフィルムのフィルム情報を
有する抵抗体と、前記抵抗体の有するフィルム情報を前
記内視鏡用カメラに伝達するための接点と、前記フィル
ムカセット本体が前記内視鏡用カメラに収納されていな
いときに前記接点を保護する保護手段と、を備えたこと
により、使用環境における汚れや埃が推積し難くできる
ようにしている。また、前記抵抗体は２つ以上の抵抗値
に可変設定できるようにすることによりをフィルムの種
類が増えても容易に生産（対応）できるようにしてい
る。
【００２９】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して本発明の実
施の形態を説明する。
（第１の実施の形態）図１ないし図８は本発明の第１の
実施の形態に係り、図１（Ａ）は第１の実施の形態の内
視鏡カメラ用フィルムカセットを示し、図１（Ｂ）はフ
ィルム巻き上げ部の詳細な構成を示し、図２はレバーを
押圧移動した状態の内視鏡カメラ用フィルムカセットを
示し、図３は内視鏡カメラ用フィルムカセットが装填さ
れるカメラを示し、図４はカメラに内視鏡カメラ用フィ
ルムカセットを収納して蓋を閉じる操作を行う様子を示
し、図５はカメラにおける抵抗値の検出によりフィルム
情報を識別する構成を示し、図６ないし図８は第１ない
し第３変形例の内視鏡カメラ用フィルムカセットを示
す。
【００３０】図１（Ａ）に示すように本発明の第１の実
施の形態の内視鏡カメラ用フィルムカセット２は、図２
３に示す構造の内視鏡カメラ用フィルムカセット２′の
フィルム巻き上げ部１２において、このフィルム巻き上
げ部１２の上面に、係合部１７ｂの突没を規制する突没
規制手段となる弾性変形可能なレバー３１を設けてい
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る。
【００３１】このフィルムカセット２は、フィルム種
類、フィルム感度、フィルム駒数、色温度タイプ、フィ
ルムメーカ等のフィルム情報が異なる（露光前の）フィ
ルム２ａが装填されているフィルム供給部１１と、露光
（撮影）済みのフィルム２ａが巻き取られるフィルム巻
き上げ部１２と、このフィルム巻き上げ部１２とフィル
ム供給部１１とを連結するブリッジ部１３とから構成さ
れる。
【００３２】これらのフィルム供給部１１、フィルム巻
き上げ部１２及びブリッジ部１３は遮光性の部材で形成
されたり、或いはその表面に遮光性塗料等が塗布されて
いる。
【００３３】また、図２３で説明したようにフィルム巻
き上げ部１２は、下端が開口する下部ケース２１ａと上
端が開口する上部ケース２１ｂとによる外筒と、その内
側でそれぞれ回転自在に嵌合して配置された下部筒体２
２ａと上部筒体２２ｂとでフィルム２ａを収納するフィ
ルム収納部２３が形成されている。
【００３４】内側の下部筒体２２ａと上部筒体２２ｂ
と、上部筒体２２ｂの内側に突没自在に配置された係合
部１７ｂとでスプール（係合軸）２４が形成されてい
る。また、例えば下部筒体２２ａの上端は内側に突出し
てフランジ部２５が形成され、このフランジ部２５と、
係合部１７ｂの下端の顎部２６との間には係合部１７ｂ
を上方に突出させるように付勢するバネ１９が配置され
ている。
【００３５】また、係合部１７ｂは半球状であり、中心
を通るように放射状に複数の溝部が設けてあり、カメラ
３に装填した場合、係合部１７ｂの上方に配置される
（カメラ側係合手段としての）係合爪１５が係入して、
係合爪１５の回転と共に、係合部１７ｂも回転してフィ
ルム２ａを巻き上げることができるようにしている。
【００３６】フィルム巻き上げ部１２の上面に設けたレ
バー３１は、弾性を有する板状部材を略円弧状にして、
その一端側の固定部３２がフィルム巻き上げ部１２の上
面に熱溶着、はめ込み、或いは接着等して固定されてい
る。この状態では、図１（Ｂ）に示すようにレバー３１
の略中央部が係合部１７ｂを下方に押圧する押圧部３１
ａとなり、係合部１７ｂはこの押圧部３１ａにより上面
から下方に退避（没）した状態となるように規制され
る。
【００３７】また、このレバー３１の固定側と反対側の
端部は図１（Ａ）に示すようにフィルム巻き上げ部１２
の後面（カメラ３Ａにフィルムカセット２を挿入する場
合の挿入側と反対側の面）より後方に突出する突出片３
１ｂが形成されている。
【００３８】そして、この突出片３１ｂを前方に押して
突出片３１ｂをフィルム巻き上げ部１２の後面まで移動
すると、レバー３１は固定部３２の周りで回転的な変位
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7
と共に弾性変形し、図２に示すように押圧部３１ａは係
合部１７ｂから退避した位置に移動し、（バネ１９の付
勢力で）係合部１７ｂを図２３に示すように突出させ
（カメラ３Ａの係合爪１５と係合させ）ることができる
ようにしている。
【００３９】つまり、図３に示すように本実施の形態の
フィルムカセット２をカメラ３Ａのフィルムカセット収
納部３４に収納し、その開閉蓋３５を閉じる操作を行う
ことにより、図４に示すように（フィルムカセット２の
外部の）この蓋３５でレバー３１の突出片３１ｂが押圧
するように付勢され、図２に示すように押圧部３１ａは
係合部１７ｂから退避した位置に移動した状態となり、
バネ１９の弾性力で突出する係合部１７ｂはカメラ３Ａ
の係合爪１５と係合する状態に設定できる。
【００４０】また、本実施の形態ではフィルム供給部に
はフィルム情報を表す抵抗膜１４を取り付けている。そ
して、カメラ３Ａのフィルムカセット収納部３４に収納
した場合に、その抵抗膜１４の抵抗Ｒを検出することに
より、そのフィルムカセット２のフィルム情報を識別で
きるようにして、露光条件などをそのフィルムカセット
２に適した状態に設定して写真撮影を行うことができる
ようにしている。
【００４１】図５はカメラ３Ａに設けたフィルムカセッ
ト２の抵抗膜１４による抵抗Ｒを検出する構成を示す。
図５に示すフィルムカセット２に設けられた抵抗体、具
体的には抵抗膜１４の既定の２箇所４０ａ、４０ｂは、
カメラ３Ａ本体内部のフィルムカセット収納部３４に設
けた２つの接点４１ａ、４１ｂに接触するようになって
いる。
【００４２】また、一方の接点４１ａには、基準となる
固定抵抗４２（その基準となる抵抗値Ｒｏ）を介して電
源４３から所定の電圧Ｅが印加され、他方の接点４１ｂ
はグランド（ＧＮＤ）に接続される。
【００４３】そして、電源４３からの所定の電圧Ｅを抵
抗膜１４の抵抗値Ｒと固定抵抗４２の抵抗値Ｒｏで分圧
し、この分圧した電圧をＡ／Ｄ変換器４４でデジタル信
号に変換してＣＰＵ４５に入力するようにしている。こ
のＣＰＵ４５は入力されたデジタル信号の値（電圧値）
からフィルム情報を判別（識別）する。なお、ＣＰＵ４
５内には、予め異なる電圧値に対応付けてフィルム感度
等のフィルム情報を識別する情報を記憶している（識別
用情報の記憶部を有する）。
【００４４】また、このＣＰＵ４５はカメラ３Ａのフィ
ルム巻き上げ等の駆動を行うカメラ駆動部４６の制御を
行う。またＣＰＵ４５は識別結果により、カメラ３Ａの
外表面に設けたＬＥＤ４７の点灯動作を制御する。
【００４５】次に本実施の形態の作用を説明する。本実
施の形態のフィルムカセット２では、巻き上げ部１２の
上面にレバー３１が後方側に突出するように設けてある
ので、図３に示すようにカメラ３Ａのフィルムカセット
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収納部３４に収納（装填）して、蓋３５を閉じる操作を
行うことにより、フィルムカセット収納部３４からその
後方側に突出する突出片３１ｂを蓋３５で押圧して奥に
移動させることにより、そのレバー３１は弾性変形して
その中央部の押圧部３１ａが係合部１７ｂを下方に押圧
する位置から退避して、係合部１７ｂはバネ１８ａの弾
性力で上方に突出する状態となり、その上方の係合爪１
５と係合する状態となる。
【００４６】また、フィルムカセット２をフィルムカセ
ット収納部３４に収納した場合には、抵抗膜１４の２箇
所４０ａ、４０ｂはフィルムカセット収納部３４の内面
に設けた接点４１ａ、４１ｂと接触して、その抵抗膜１
４の抵抗値Ｒが電圧Ｅの抵抗Ｒ，Ｒｏによる分割電圧に
よりＡ／Ｄ変換器４４を介してＣＰＵ４５に入力され、
ＣＰＵ４５はその電圧値から抵抗Ｒに対応するフィルム
情報を識別し、カメラ駆動部４６の露出時間などを制御
して、適正な露光状態にして写真撮影するように制御動
作を行う。
【００４７】また、撮影済みのフィルムカセット２をカ
メラ３Ａから取り出すために蓋３５を開けるとレバー３
１が突出し、係合部１７ｂはその下に没した状態に設定
され、簡単かつスムーズにフィルムカセット２を取り出
すことができる。
【００４８】図２３に示す従来例ではカメラ３Ａのフィ
ルムカセット収納部３４に挿脱する場合には、係合部１
７ｂがフィルムカセット収納部３４の内壁面に当接して
若干ではあるが挿脱の際に抵抗感があり、挿脱がしにく
い面と、挿脱の際にカメラ側係合爪１５に極力当接しな
いようにするため、係合部１７ｂの突出量にかなりの寸
法精度が必要になるが、本実施の形態は挿脱の際に係合
部１７ｂは没した状態であるので、スムーズに挿脱がで
き、操作感が良い。
【００４９】また、係合部１７ｂの突出量は寸法精度の
あまり必要とならない係合爪１５との係合に注意するの
みで、フィルムカセットを挿入しながら（係合部１７ｂ
が上昇しながら）係合爪１５に係合させなければならな
いといった高い寸法精度は必要とならない。
【００５０】本実施の形態は以下の効果を有する。本実
施の形態によれば、上述のように挿脱の際に、従来例に
おける若干ではあるが抵抗を感じるようなことなく、ス
ムーズな挿脱ができ、操作感が良好である。また、高い
寸法精度を必要とすることなく、内視鏡検査の場合に使
用される内視鏡カメラ用フィルムカセットを提供でき
る。
【００５１】次に変形例のフィルムカセットを説明す
る。図６は第１変形例におけるフィルム巻き上げ部の構
成を示す。なお、以下ではレバー３１を取り除いた状態
で示している。図６（Ａ）はフィルムカセットの外観を
示し、図６（Ｂ）はフィルム巻き上げ部の平面図を示
し、図６（Ｃ）はフィルム巻き上げ部の縦断面図を示
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す。
【００５２】本変形例においても第１の実施の形態と同
様にバネによる付勢力で係合軸が常時突出する構造にし
ている。そして、カメラ３Ａに装填して、蓋３５を閉じ
る際にレバー３１を押圧して係合部から退避させ、その
係合部を突出させてカメラ側の係合爪１５に係合させる
構造にしている。
【００５３】図６（Ａ）に示すようにフィルムカセット
５２は図１に示したフィルムカセット２と同様に、フィ
ルム供給部１１と、フィルム巻き上げ部１２と、ブリッ
ジ部１３とを有する。
【００５４】また、図６（Ｃ）に示すようにフィルム巻
き上げ部１２は下部ケース５４ａ及び上部ケース５４ｂ
の内側に内筒５５を設けて、その間に遮光された空間を
形成し、フィルム巻き取り収納部を形成している。ま
た、内筒５５の内周に係合軸（巻き上げ軸）５６を嵌入
し、この係合軸５６の上端には半球状の係合部５７を設
けている。また、係合軸５６の外周に嵌合する内筒５５
はその内周面が上部側から段差状に切り欠かれて、その
空間にコイル状のバネ５８が収納されている。
【００５５】そして、このバネ５８により、図６（Ｃ）
等に示すように係合部５７を上部ケース５４ｂの上面か
ら上方に突出するように付勢している。この場合、係合
部５７の周縁部は内筒５５の上端より半径方向内側に突
出する上部ケース５４ｂの突出部に当接して、その状態
より上部側に突出するのが規制されている。なお、係合
軸５６と内筒５５とは嵌合する部分に凹凸部が形成され
ており、係合部５７（係合軸５６）が回転されると、内
筒５５も回転するようになっている。
【００５６】なお、カメラ３Ａに装填後は、係合部５７
に設けた凹部５９がカメラ３Ａ側の係合爪１５と係合す
る。また、図６では示していないが、レバーは上部ケー
ス５４ｂに取り付けらる。
【００５７】図７は第２変形例のフィルムカセット７０
における主要部の構造を示す。図７（Ａ）はフィルム巻
き上げ部の平面図を示し、図７（Ｂ）はフィルム巻き上
げ部の縦断面図を示し、図７（Ｃ）はカメラに装填して
レバー３１により係合部が没入された状態での縦断面図
を示す。図６では、係合軸５６の上端に係合部５７を一
体的に形成していたが、この第２変形例では係合軸７１
の上端付近に周溝７２を形成し、この周溝７２に係合部
７３の基端を係入した構造にしている。また、係合部７
３には係合軸７１の上端を係入する凹部が形成されてい
る。
【００５８】この係合部７３には図７（Ａ）に示すよう
に通路７４が形成され、カメラ３Ａ側の係合爪１５と係
合するようにしている。その他の構成は図６に示す第１
変形例とほぼ同様である。
【００５９】そして、このフィルムカセット７０はカメ
ラ５３に装填する前では図７（Ｃ）に示すように図示し
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ないレバー３１により係合部７３が押圧されて没入して
いる。
【００６０】そして、この状態のフィルムカセット７０
をカメラ５３のフィルムカセット収納部３４に装填した
後、蓋３５を閉じる操作を行うと、第１の実施の形態で
説明したようにレバー３１が押されて移動し、押圧部３
１ｂが係合部７３から退避した状態となり、従って係合
部７３がバネ５８により突出し、凹部７４にカメラ３Ａ
側の巻き取り爪１５が入り込む。
【００６１】図８は第３変形例のフィルムカセット５
２′の構造を示す。図８（Ａ）はフィルム巻き上げ部の
平面図を示し、図８（Ｂ）はフィルム巻き上げ部の縦断
面図を示し、図８（Ｃ）は図示しないレバー３１により
係合部が没入された状態での縦断面図を示し、図８
（Ｄ）は係合部を構成する係合片の構造を斜視図で示
す。
【００６２】図８（Ａ）に示すようにこのフィルムカセ
ット５２′は図６（Ａ）と同様にフィルム供給部１１
と、フィルム巻き上げ部１２と、ブリッジ１３とを有す
る。また、図８（Ｃ）に示すように巻き上げ部１２は、
下部ケース５４ａ及び上部ケース５４ｂの内側の内筒５
５の内側に係合軸８１を配置している。
【００６３】この係合軸８１の下端側は段差状に細径に
され、内筒５５に向けて下部ケース５４ａが折り返えさ
れた延長上の底板８２の中心の孔に係合軸８１の下端側
が貫通している。そして、係合軸８１の周囲に配置した
コイル状のバネ５８により、係合軸８１が上方に付勢さ
れると共に、係合片８５が突出する。
【００６４】この係合軸８１の上端面には、係合部８４
を構成する係合片８５が、その下端側が係合軸８１の上
端面に当接するように配置され、さらにその上に円板状
の規制板８６を配置して係合片８５が脱落するのを規制
している。図８（Ｂ）等に示すように係合片８５は略４
角錐形状であり、その下端には図８（Ｄ）に示すように
軸８６が取り付けてあり、この軸８６の周りで回転でき
るようにしている。
【００６５】そして、図８（Ｂ）に示すように係合片８
５部分を通す開口を設けた規制板８７で各軸８６をその
下方の内筒５５の上面に設けた溝部から外れるのを規制
している。なお、カメラ３Ａ側の係合爪１５と係合する
部分は、係合片８５同士の隙間部分である。
【００６６】このような構造にして、このフィルムカセ
ット５２′はカメラ３Ａへの装填前は図示しないレバー
３１により、突出する係合片８５が押圧され、その押さ
れた係合片８５がその下端の軸８６の周りで回転して係
合軸８１を下方に押し下げる。
【００６７】そして、カメラ３Ａに装填後の蓋３５を閉
じる操作で上述した場合と同様に係合片８５が突出し、
カメラ３Ａ側の係合爪１５と係合する。このように第１
ないし第３変形例は第１の実施の形態とほぼ同様の作用



(7) 特開２００３－７５９６７

10

20

30

40

50

11
及び効果を有する。
【００６８】（第２の実施の形態）次に図９及び図１０
を参照して本発明の第２の実施の形態を説明する。図９
は本発明の第２の実施の形態のフィルムカセットを示
し、図９（Ａ）は斜視図、図９（Ｂ）は底面図、図１０
はフィルム巻き上げ部の構造を示し、図１０（Ａ）は平
面図、図１０（Ｂ）は縦断面図、図１０（Ｃ）は係合部
が没入された状態での縦断面図を示す。
【００６９】上述した第１の実施の形態では係合部をバ
ネで上方に付勢する構造を採用していたが、本実施の形
態では螺旋状の溝に沿って筒体を回転移動させることに
より、係合部を突没自在にしたものである。
【００７０】図９（Ａ）に示すように示す第２の実施の
形態のフィルムカセット７５は、フィルム供給部１１
と、フィルム巻き上げ部１２と、ブリッジ部１３とを有
し、フィルム巻き上げ部１２の下端にはレバー片７６ａ
が後面から突出するように設けてある。
【００７１】このレバー片７６ａは図９（Ｂ）に示すよ
うにフィルム巻き上げ部１２の下端側に配置された設け
た弾性を有する板を円弧状にしてその端部の固定端７６
ｂがフィルム巻き上げ部１２の底面に熱溶着、はめ込み
或いは接着等で固定された弾性部材７６と連結されてい
る。
【００７２】また、この弾性部材７６は固定端７６ｂか
ら離れたレバー片７６ａ寄りの位置で、回転筒７７の底
面部と一体的に連結されており、突出するレバー片７６
ａがカメラ３Ａの蓋３５を閉じる際に押圧されることに
より、図９（Ｂ）の矢印で示すように回転筒７７を回転
させる力が作用するようにしている。
【００７３】この回転筒７７は図１０（Ｂ）、（Ｃ）に
示すように略円筒形状であり、その外周面側が下部ケー
ス５４ａの底部内側でこの下部ケース５４ａに嵌合して
回転自在となっている。また、この回転筒７７の内周面
に係合軸７１が嵌合し、またこの場合、係合軸７１に設
けた突起部（係合ピン）７１ａが回転軸７７の内周面に
設けた螺旋溝７７ａに係入している。
【００７４】また、本実施の形態は図７に示した構造に
おいて、バネ５８を設けないで、係合軸７１を内筒５５
に嵌合させ、この内筒５５に対して係合軸７１を上下動
可能にしている。
【００７５】また、係合軸７１は上部側係合軸７８と下
部側係合軸とを接着して形成され、この上部係合軸部７
８を内筒５５に対して上下動自在とするように例えば内
筒５５側には上下方向の縦溝５５ａを、上部側係合軸７
８側にはこの縦溝５５ａに係入されて上下動可能となる
突起７８ａが設けてある。その他は図７で説明したもの
と同様の構成である。
【００７６】本実施の形態の作用を以下に説明する。図
９（Ａ）に示すフィルムカセット７５をカメラ３Ａに装
填し、その蓋３５を閉じる操作を行うと、レバー片７６
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ａが押圧されて図９（Ｂ）に示すように弾性部材７６の
変形により回転筒７７が矢印で示すように回転する。
【００７７】回転筒７７の螺旋溝７７ａには係合軸７１
の突起部７１ａが係入されており、また係合軸７１と連
結された上部係合軸７８の突起７８ａは内筒５５の縦溝
５５ａに係入されて上下動可能になっているので、前記
回転筒７７が回転されることによって係合軸７１と上部
係合軸７８は上方に移動し、図１０（Ｂ）に示すように
係合部７３が突出し、カメラ３Ａの係合爪１５と係合す
る。本実施の形態も第１の実施の形態とほぼ同様の効果
を有する。
【００７８】（第３の実施の形態）次に本発明の第３の
実施の形態を説明する。本実施の形態を説明するため
に、まず従来例による背景を説明する。従来例のフィル
ムカセット２′では、図２４に示すようにフィルム供給
部１１に抵抗膜１４が張り付けられており、この抵抗膜
１４にはカメラ３Ａに装填した場合にカメラ３Ａ側の接
点４１ａ、４１ｂに接触して導通する接点４０ａ、４０
ｂを形成する。
【００７９】つまり、図２５に示すようにカメラ３Ａの
フィルムカセット収納部３４に装填した場合、フィルム
カセット２′のフィルム供給部１１に設けた抵抗膜１４
（の接点４０ａ、４０ｂ）はフィルムカセット収納部３
４の内壁に設けた接点４１ａ、４１ｂに接触することに
より、その抵抗値が検出されるようになっている。
【００８０】このような接点構造では、抵抗膜１４の表
面（特に接点４０ａ、４０ｂ）が取り扱い上、手の汚れ
や埃等で汚れるとカメラ３Ａ側の接点４１ａ、４１ｂと
の電気的な導通性が正しく行われなくなり、正確な識別
が行えなくなる可能性がある。
【００８１】本実施の形態はこの欠点を解消して、正確
な識別機能を維持できるフィルムカセットを提供するこ
とを目的とする。以下、図１１を参照して本実施の形態
を具体的に説明する。
【００８２】図１１は本実施の形態のフィルムカセット
２Ｂを示す。このフィルムカセット２Ｂは例えば図２４
のフィルムカセット２′において、抵抗膜１４の上に、
この抵抗膜１４の少なくとも接点４１ａ、４１ｂと接触
する接点４０ａ、４０ｂ部分が手の汚れや埃等でその電
気的な特性が変化しないようにする保護手段として、保
護シール６０を張り付けた構造にしている。
【００８３】そして、このフィルムカセット２Ｂをカメ
ラ３Ａに装填する場合には、この保護シール６０を剥が
して使用する。この保護シール６０の１つの隅部には、
粘着性を有しないで剥がし易くする取手部を設ける等し
ても良い。その他は図２４と同様の構成である。
【００８４】本実施の形態によれば、このフィルムカセ
ット２Ｂをカメラ３Ａに装填する場合には、図１１に示
すようにこの保護シール６０の隅部を摘む等して矢印で
示すように剥がす。
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【００８５】この保護シール６０を剥がした後は、図２
５に示すようにカメラ３Ａのフィルムカセット収納部３
４に装填し、蓋３５を閉じる。フィルムカセット収納部
３４に装填した場合、抵抗膜１４はカメラ３Ａ側の接点
４１ａ、４１ｂと導通し、その抵抗値Ｒが検出され、対
応するフィルム情報が識別される。
【００８６】この場合、抵抗膜１４は使用されるまで
は、保護シール６０で覆われているので、埃が付着した
り、手の汚れが付着することなく、その接点４０ａ、４
０ｂ部分の電気的特性が変化することなく、清浄な状態
で維持されているので、正確な識別を行える。
【００８７】なお、ここでは保護シール６０を剥がす構
造としたが、図２５に示した接点４１ａ、４１ｂにより
蓋３５のフィルムへの付勢力を利用して、保護シール６
０を突き破る構造としても良い。これにより、保護シー
ル６０を剥がす時間を省略することができる。
【００８８】次に第３の実施の形態の変形例を図１２～
図１９を参照して説明する。図１２は第１変形例のフィ
ルムカセット２Ｃをカメラ３Ａに装填した状態で示す。
【００８９】このフィルムカセット２Ｃではフィルム供
給部１１に取り付けた抵抗膜１４の表面に複数の突起６
１を設けて保護手段を形成している。突起６１は接点４
０ａ、４０ｂの周囲に突出するように設けられ、突起６
１により凹部となる部分に接点４１ａ、４１ｂが接触す
る接点４０ａ、４０ｂが形成されるようにしているの
で、誤って抵抗膜１４の接点４０ａ、４０ｂ部分に向け
て指で触れ（て汚す可能性あ）る操作を行うとしても、
突起６１により遮られ、その凹部部分の接点４０ａ、４
０ｂに触れることを防止できるようにしている。つま
り、手で触れて汚してしまうことを確実に防止して、正
確な識別ができる効果を保持できるようにしている。
【００９０】なお、突起６１は抵抗膜１４を正面から見
た場合に、点状に設けても良いし、線状に設けても良い
し、その他の形状であっても良く、接点４０ａ、４０ｂ
部分を保護するものであれば良い。
【００９１】図１３は第２変形例のフィルムカセット２
Ｄをカメラ３Ａに装填した状態で示す。このフィルムカ
セット２Ｄではフィルム供給部１１における抵抗膜１４
を張り付ける部分に凹凸部６２を設け、この凹凸部６２
に可撓性を有する抵抗膜１４を張り付けるようにしてい
る。この場合、抵抗膜１４と接点４１ａ、４１ｂとが接
触する接点４０ａ、４０ｂ部分が凹部となる位置に形成
されるように抵抗膜１４を張り付けるようにしている。
この場合の作用効果は第１変形例とほぼ同様のものとな
る。
【００９２】図１４は第３変形例のフィルムカセット２
Ｅをカメラ３Ａに装填した状態で示す。このフィルムカ
セット２Ｅではフィルム供給部１１に張り付けた抵抗膜
１４を覆うように保護カバー６３を設けている。この保
護カバー６３は接点４１ａ、４１ｂに対向する部分にそ
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れぞれ孔が設けてあり、孔を通って接点４１ａ、４１ｂ
は接点４０ａ、４０ｂ部分と接触できるようにしてい
る。この場合の効果は第１変形例とほぼ同様のものとな
る。
【００９３】図１５は第４変形例のフィルムカセット２
Ｆをカメラ３Ａに装填した状態で示す。このフィルムカ
セット２Ｆでは図１３の保護カバー６３をフィルム供給
部１１の外装カバーで代用したものである。
【００９４】つまり、外装カバーとなる下部ケース２１
ａにおける接点４１ａ、４１ｂに対応する部分には孔６
４が設けてあり、その内側に孔６４に対向する部分が接
点４０ａ、４０ｂとなるようにして抵抗膜１４が張り付
けられている。
【００９５】なお、この場合、抵抗膜１４は、遮光性の
部材（例えば塗料）が混ぜられて形成されたり、或いは
その表面（裏面）に遮光性塗料が塗布、或いは遮光性部
材が設けられており、内部のフィルム２ａを露光させな
いようにしている。この場合の効果は第１変形例とほぼ
同様のものとなる。
【００９６】図１６は第５変形例のフィルムカセット２
Ｇのフィルム供給部１１を示す。このフィルムカセット
２Ｇでは図１５のフィルムカセット２Ｆにおいて、さら
に保護シール６５を設けている。
【００９７】この保護シール６５は、カメラ３Ａに装填
する場合に、剥がして使用したり、或いはカメラ３Ａに
装填した場合にカメラ３Ａ側の突出する接点４１ａ、４
１ｂにより破けるような材質で形成しても良い。この場
合の効果は第２の実施の形態とほぼ同様のものとなる。
【００９８】図１７は第６変形例のフィルムカセット２
Ｈのフィルム供給部１１を示す。このフィルムカセット
２Ｈでは図１５のフィルムカセット２Ｆにおいて、抵抗
膜１４の代わりに電子部品としての抵抗６６を採用して
いる。
【００９９】この場合、カメラ３Ａの接点４１ａ、４１
ｂと接触するフィルムカセット２Ｈ側の接点４０ａ、４
０ｂとしては別途、金属製の接点６７ａ、６７ｂが組み
込まれ、各接点６７ａ、６７ｂに抵抗６６のリード線６
６ａが半田付けなどで接続されている。
【０１００】また、金属製の接点６７ａ、６７ｂはフィ
ルムカセット２Ｈの外装よりも凹部となるように形成さ
れている。例えば孔６４の奥に金属製の接点６７ａ、６
７ｂが固定されている。この場合の効果は第１変形例と
ほぼ同様のものとなる。
【０１０１】図１８は第７変形例のフィルムカセット２
Ｉのフィルム供給部１１を示す。このフィルムカセット
２Ｉは抵抗膜１４や図１７のフィルムカセット２Ｈにお
ける抵抗６６の代わりに、抵抗値を可変設定できる例え
ばトリマ抵抗６８を採用している。
【０１０２】具体的には、図１７の接点６７ａ、６７ｂ
にはトリマ抵抗６８のリード線６８ａが半田付け等で接
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続され、摘み部６８ｂを回すことにより抵抗値を可変設
定できるようにしている。
【０１０３】本変形例の場合、予め、フィルム情報に応
じてトリマ抵抗６８による抵抗値を設定して接続する。
本変形例によれば、トリマ抵抗６８によりその抵抗値を
可変設定することにより、フィルム情報が異なる場合に
も共通のトリマ抵抗６８で対応できる。
【０１０４】また、さらに他の変形例（例えば第８変形
例）として、トリマ抵抗６８を図１９に示すようにフィ
ルム供給部１１の外側に設けるようにしたフィルムカセ
ット２Ｊにしても良い。そして、摘み６８ｂの回動位置
を示す指標（ここでは回転する場合の溝部が指標の機能
を持つ）６９を設け、この指標６９が「１」側と「２」
に設定した場合とで、複数の抵抗値に設定することがで
きるようにしても良い。
【０１０５】このようにすると、フィルム情報が異なる
場合にも、共通のトリマ抵抗６８を取り付け、そのフィ
ルム情報に応じて摘み６８ｂにより対応する抵抗値に、
簡単に設定できるようにしても良い。
【０１０６】なお、図１９の例では簡単化のため、２つ
の抵抗値に設定できる場合で説明したが、３つ以上の複
数の抵抗値に設定できるようにしても良い。
【０１０７】この場合には、フィルム２ａの種類が異な
る場合にも同じトリマ抵抗６８を取り付け、内蔵したフ
ィルム２ａに応じて簡単にトリマ抵抗６８の設定値を変
更することで対応できる。
【０１０８】また、フィルム２ａの種類を抵抗値が大き
く異なる主分類により分類し、各主分類をさらに細かい
副分類で分類するようにし、その場合取り付けるトリマ
抵抗６８を主分類に応じた中央抵抗値（抵抗値の可変範
囲の中央の抵抗値）のものを予め設定し、副分類のフィ
ルム２ａの種類に応じてトリマ抵抗６８の抵抗値を中央
抵抗値から対応する抵抗値に設定することにより、フィ
ルム２ａの種類が増えた場合にも対応できる。ここでは
中央抵抗値を用いて説明したが可変できる抵抗値の範囲
のもので分けるようにしても良い。
【０１０９】なお、図１１に示すフィルムカセット２Ｂ
等の接点４０ａ、４０ｂの汚れ保護手段を設けたものを
図１のフィルムカセット２に設けるようにしても良いこ
とは明らかである。このように上述した各実施の形態等
を部分的等で組み合わせて構成される実施の形態等も本
発明に属する。
【０１１０】［付記］
１．請求項１において、前記突没規制手段は、露光済み
のフィルムを収納するフィルム巻き上げ部の上面に設け
た弾性変形するレバーであり、このレバーは一端がフィ
ルム巻き上げ部の上面に固定され、略中央部の押圧部が
カメラ側の巻き上げ係合手段に係合する係合部を押圧し
て没した状態にし、他端がカメラのフィルムカセット収
納部から突出する突出片が形成されるようにフィルム巻
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き上げ部に取り付けられ、開閉蓋を閉じた場合には前記
突出片が押圧されることにより、レバーは弾性変形し、
その際押圧部が係合部を押圧する位置から移動し、係合
部を突出させて巻き上げ係合手段に係合させる。
【０１１１】２．請求項１において、前記突没規制手段
は、露光済みのフィルムを収納するフィルム巻き上げ部
の下面に設けたレバーであり、このレバーの突出片を開
閉蓋で押圧することにより、レバーに連結された回動筒
を回動させ、この回動筒の回動によりその上端側の係合
部を没の状態から突出させて巻き上げ係合手段に係合さ
せる。
【０１１２】３．請求項２において、前記保護手段は前
記接点の表面を覆うようにして剥がすことが可能に吸
着、密着等するように取り付けられるシールである。
４．請求項２において、前記保護手段は前記接点の部分
の周囲を突出させた突起である。
５．請求項２において、前記保護手段は前記接点の部分
以外を覆うカバーである。
６．付記５において、前記カバーはフィルムを収納する
ケースで形成した。
７．付記６において、前記ケースに設けた孔をシールを
覆うようにした。
【０１１３】８．付記６において、前記抵抗体はケース
内側で接点にリード線を接続した抵抗である。
９．付記６において、前記抵抗体はケース内側で接続手
段にリード線を接続した抵抗値を可変設定が可能なトリ
マ抵抗である。
１０．付記５において、前記抵抗体はケース内側で接続
手段にリード線を接続した抵抗値を可変設定が可能なト
リマ抵抗であり、このトリマ抵抗本体をケース外面に取
り付けた。
１１．付記１０において、前記トリマ抵抗本体をケース
外面に取り付けて、抵抗値をケース外部から変更設定可
能にした。
【０１１４】１ａ．内視鏡用カメラ（或いはフィルムカ
セット用カメラ以下、カメラと略記）と装着自在で、か
つ内部にフィルムを収納してなる内視鏡用フィルムカセ
ット（以下、フィルムカセットと略記）の巻き上げ部に
配置され、カメラに設けた巻き上げ係合爪に係合する係
合部を備えたフィルムカセットにおいて、前記カメラに
フィルムカセットを装填し、カメラの扉を閉じると共
に、前記係合部を巻き上げ係合爪まで移動させるレバー
を設けたことを特徴とする内視鏡用フィルムカセット。
【０１１５】２ａ．カメラと装着自在で、かつ内部にフ
ィルムを収納してなるフィルムカセット本体と、このフ
ィルムカセット本体に設けられた複数のフィルム情報を
設定してなる抵抗と、この抵抗で設定されたフィルム情
報を前記カメラ側に出力するための接点とを具備したフ
ィルムカセットにおいて、上記接点が容易に触れる事の
できない防御手段を設けたことを特徴とするフィルムカ
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セット。
３ａ．前記抵抗が２つ以上の抵抗値に可変設定できるこ
とを特徴とする付記２ａ記載のフィルムカセット。
【０１１６】
【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、内
部にフィルムを収容し、内視鏡用カメラに着脱自在に収
納され、この内視鏡用カメラのフィルム巻き上げ部に配
置された巻き上げ係合手段に係合する係合部を備えた内
視鏡カメラ用フィルムカセットにおいて、前記巻き上げ
係合手段との係合方向に突没自在な係合部と、外部から
の力の印加により前記係合部の突没を規制する突没規制
手段と、を有し、前記内視鏡用カメラのフィルムカセッ
ト収納部に収納された状態で、前記フィルムカセット収
納部の開閉蓋の開閉に応じて前記突没規制手段を介して
前記係合部を前記巻き上げ係合手段との係合方向に突没
するように規制しているので、内視鏡カメラ用フィルム
カセットを内視鏡用カメラのフィルムカセット収納部に
挿脱する操作を抵抗感が伴うことなく行え、開閉蓋の開
閉に応じて係合部を巻き上げ係合手段と係脱でき、操作
感の良い内視鏡カメラ用フィルムカセットを提供でき
る。
【０１１７】また、接点４０ａ、４０ｂへの保護手段を
設けたことにより、フィルムの扱いが楽になる、という
効果もある。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態の内視鏡カメラ用フ
ィルムカセットとそのフィルム巻き上げ部の詳細な構成
を示す図。
【図２】レバーを押圧移動した状態の内視鏡カメラ用フ
ィルムカセットを示す平面図。
【図３】内視鏡カメラ用フィルムカセットが装填される
カメラを示す斜視図。
【図４】カメラに内視鏡カメラ用フィルムカセットを収
納して蓋を閉じる操作を行う様子を示す図。
【図５】カメラにおける抵抗値の検出によりフィルム情
報を識別する構成を示す図。
【図６】第１変形例の内視鏡カメラ用フィルムカセット
及びフィルム巻き上げ部の構成をレバーを除いた状態で
示す図。
【図７】第２変形例の内視鏡カメラ用フィルムカセット
のフィルム巻き上げ部の構成をレバーを除いた状態で示
す図。
【図８】第３変形例の内視鏡カメラ用フィルムカセット
及びフィルム巻き上げ部の構成をレバーを除いた状態で
示す図。
【図９】本発明の第２の実施の形態の内視鏡カメラ用フ
ィルムカセットを示す図。
【図１０】フィルム巻き上げ部の構成を示す図。
【図１１】本発明の第３の実施の形態の内視鏡カメラ用
フィルムカセットを示す図。
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【図１２】第１変形例の内視鏡カメラ用フィルムカセッ
トをカメラに装填した状態で示す図。
【図１３】第２変形例の内視鏡カメラ用フィルムカセッ
トをカメラに装填した状態で示す図。
【図１４】第３変形例の内視鏡カメラ用フィルムカセッ
トをカメラに装填した状態で示す図。
【図１５】第４変形例の内視鏡カメラ用フィルムカセッ
トをカメラに装填した状態で示す図。
【図１６】第５変形例の内視鏡カメラ用フィルムカセッ
トのフィルム供給部を示す図。
【図１７】第６変形例の内視鏡カメラ用フィルムカセッ
トをカメラに装填した状態で示す図。
【図１８】第７変形例の内視鏡カメラ用フィルムカセッ
トをカメラに装填した状態で示す図。
【図１９】第８変形例の内視鏡カメラ用フィルムカセッ
トを示す斜視図。
【図２０】先行例の内視鏡撮影システムの構成を示すブ
ロック図。
【図２１】図２０における内視鏡カメラ用フィルムカセ
ットの構成を示す平面図。
【図２２】図２０の内視鏡カメラ用フィルムカセットを
カメラに装填した状態を示す図。
【図２３】従来例の内視鏡カメラ用フィルムカセットに
おけるフィルム巻き上げ部の構成を示す断面図。
【図２４】抵抗膜を設けた従来例の内視鏡カメラ用フィ
ルムカセットを示す斜視図。
【図２５】図２４の内視鏡カメラ用フィルムカセットを
カメラのフィルムカセット収納部に装填した様子を示す
図。
【符号の説明】
２…（内視鏡カメラ用）フィルムカセット
２ａ…フィルム
３Ａ…（内視鏡）カメラ
１１…フィルム供給部
１２…フィルム巻き上げ部
１３…ブリッジ
１４…抵抗膜
１５…係合爪
１７ｂ…係合部
１９…バネ
２１ａ…下部ケース
２１ｂ…上部ケース
２２ａ…下部筒体
２２ｂ…上部筒体
２３…フィルム収納部
３１…レバー
３１ａ…押圧部
３１ｂ…突出片
３２…固定部
３４…フィルムカセット収納部
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３５…（開閉）蓋
４０ａ、４０ｂ…（フィルムカセット側）接点 *

20
*４１ａ、４１ｂ…（カメラ側）接点
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